
 
 
 

～異業種の風土（手法、仕組み、ものの見方、考え方）に 
相互に触れ、現場力及び人間力の向上を図る～ 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

◆品 質 革 新 研 究 会 

【企画、開発段階から最終検査までの品質の造りこみ（魅力品質造り）の強化】 
◆

生 産 管 理 ( Ｔ Ｏ Ｃ ) 研 究 会 

【TOC制約条件理論による生産管理革新】 
◆

購 買 調 達 革 新 研 究 会 

【購買調達革新によるコスト競争力の強化】 

◆Ｖ Ｅ ( 開 発 ・ 設 計 革 新 ) 研 究 会 

【機能研究による付加価値＜開発・設計・生産＞の追求】 

◆

Ｉ Ｅ （ 産 業 工 学 ） 研 究 会 

【ＩＥ手法による徹底したムダの排除】 

◆

Ｖ Ｓ Ｍ （ 流 れ づ く り ） 研 究 会 

【モノと情報の流れづくりによる生産革新力の強化】 
◆生 産 保 全 （ Ｔ Ｐ Ｍ ） 研 究 会 

【生産システムの効率を最大限に高める、自主保全・予知保全と品質保全体制づくり】 
◆生 産 現 場 リ ー ダ ー 力 強 化 研 究 会 

【監督者哲学、リーダーシップ養成の場】 

 

 

公益社団法人 京都工業会 

技 術 ・ 教 育 委 員 会 

 

 

人づくりの場 情報交換の場 
 交流と刺激の場

 

人脈づくりの場 



＜ご案内＞	

現在、モノづくり企業においては、ＩｏＴ、ＡＩ、ロボット、ビックデータ等

をはじめとする第４次産業革命の時代とも言われ、ドイツの「Industry4.0」、「中

国製造 2025」等を各国が提唱をする中、日本でも「Society5.0」を提唱し、技術

革新が加速化していき、ますます国際競争が激しくなってきております。	

	 今後、モノづくり企業では、このような激しい環境の変化を背景にした国際競

争に勝ち抜くため、より国際市場及び国内市場のニーズを的確に捉えた技術や製

品開発に注力することはもちろん、わが国が得意とする「モノづくり革新力」（現

場改善力・生産技術力・人材育成）を更に強化していかねばなりません。	

	 また、昨今、「働き方改革」の推進もあり、イノベーションによる生産性向上も

重要視されてきております。	

	 このような中、（公社）京都工業会・研究会事業は、昭和３２年の工業会創立以

来、基幹事業の１つとして、時代の変化に柔軟に対応しながら今日まで継続開催

してまいりましたが、激動の時代に対応すべく、平成２２年度から事業名も「業

務革新研究会」へと一新し、従来の管理、改善ベースから、改革、革新ベースへ

とその内容を強化しております。	

	 つきましては、貴社におかれましても、当研究会事業にご参画いただき、ＩＥ、

ＶＥ、ＱＣなどの改善技法を講義をとおし、実践形式で磨いていただくと共に、

成果をあげるモノづくり企業の革新事例の見聞をとおし、そこに含まれる様々な

英知を今一度、貴社の風土に合わせたベンチマークとして構築いただき、更なる

今後のご発展に活用いただければ幸いに存じます。謹んでご案内申しあげます。	

２０１９年３月	

公益社団法人	京都工業会	

技 術 ・ 教 育 委 員 会	



《開催要領》 

◇開催目的 各種手法やものの見方や考え方を磨き、業務革新を推進する人材の育成を図る。	

	

◇対 象 管理技術関連部門のリーダー（主任、係長）及び若手社員	

 
◇ね ら い ＜Ａ:基礎コース＞→講義や討議、演習による業務革新能力の向上の場 
 ＜Ｂ:応用コース＞→研究会ＯＢや実務に精通した方々の実践研究の場 

※研究会によっては、コース選択ございません。 
	

◇会 場 京都経済センター	本会・会議室	

(京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78	京都経済センター6F)	

	

◇期 間 ２０１９年５月～２０２０年２月（計１０会合）	 １３：３０～１７：００	

（但し、５～７月例会は、10:00～17:00）	

	

◇定 例 日 研究会毎に設定（但し、メンバーのご都合により都度、柔軟に対応致します。）	

	

◇運営の基本 

①メンバーの目標や課題について、正副主査（その年度の登録メンバーより選出）を 
中心に企画し、基本を踏まえた実践的な運営を図ります。 
②メンバー間のギブ＆テイクや専任アドバイザーの助言、ゲスト講演、工場見学、 
演習などを効果的に実施いたします。 

	

◇参加のメリット 

①実践的な内容により、一般のセミナーでは得られない幅広い視野と発想力を養うこ

とができます。 
②メンバー間やアドバイザー及びゲスト講師との人的ネットワークが構築できます。 

 

◇活動形態（基本型）【詳細の活動計画は、参加者のご希望を基に、研究会毎に企画いたします】	

前 

 

期	

基本編（５月～９月）→参加目的や実務経験に応じた選択制を採用 

□手法や考え方を基礎から学ぶ	 ＜Ａ＞コース(講義＋相互事例紹介＆見学)	

□応用実務研究(展開＆定着化)	 ＜Ｂ＞コース(グループ討議・相互訪問→まとめ)	

後 

 

期 

実務編（１０月～２月）→コース毎の課題の掘り下げ（分科会活動）	

専門テーマの絞込み(分科会編成)→課題毎の実践研究→まとめ(報告書作成)	

※必要に応じ工場見学や現場改善実習、大会等を開催します 

 

	

◇年会費 

研究会毎に１口	 京都工業会	 会員企業	７２，０００円（税込）	 会員外	１０３，０００円（税込）	

（但し、１口につき２名の参加ができますので、極力２名ご登録願います）	

	

◇お申込とお問い合わせ 

①申込方法：添付の申込用紙に記載のうえ、ＦＡＸにて	 〆切 ４月２２日（月）	

②お問い合わせ先：（公社）京都工業会	 業務課長	 宮田哲也、業務課	小嶋大樹（ＴＥＬ	075-353-0061）	

（注）「キャリア形成促進助成金」の対象の有無は、お近くの都道府県労働局へお問い合わせ願います。	



≪品 質 革 新 研 究 会≫ 

～企画、開発段階から最終検査までの品質の造りこみ（魅力品質造り）の強化～ 
 

【目 的】 

品質革新研究会では、開発設計段階で品質を作りこむＤＲ（設計審査）、ＱＦＤ（品質機

能展開）、ＦＭＥＡ・ＦＴＡ及びＱＣ七つ道具等を活用した工程内品質、受入品質の管理

及び顧客クレームへの対応、不具合データの解析、設計部門へのフィードバック方法等を通し、

グローバル市場競争を勝ち抜くための魅力ある品質造りを研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：品質保証、品質管理及び製品設計等の実務担当者 
Ｂコース：研究会ＯＢ及び品質保証（管理）マネージャー 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇企画、開発段階における品質の造りこみ（ＱＦＤ、設計ＦＭＥＡ、ＤＲ・ＤＲＢＦＭ ）の研究 

 

◇初期流動管理（ＱＣ工程図、工程ＦＭＥＡ）による生産初期段階の品質向上の研究 

 

◇手法活用による工程内不具合及び客先クレーム対応の研究 

 

◇不具合や故障解析データの企画、開発、設計部門へのフィードバック（ＦＢ、失敗学）の研究 

 

◇工場見学や講演による先進企業の事例研究 

【定例日】 

毎月 第４火曜日 

【アドバイザー】 

㈱島津製作所 分析計測事業部 品質保証部副参事 髙山直彦氏 

入社後、医用機器事業部で、超音波診断装置や治療装置の研究開発や全社部門の設計審査

や耐久試験に従事後、シンガポールで品質評価センターを設立、その後、京都府の行政改革を

推進、現在、分析計測事業部品質保証部で、X線装置の品質改善や統計手法を用いた故障

解析を行っている。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月２２日（水） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「設計品質の考え方」と手法演習等 

□Ｂコース 討議「各社品質管理の仕組みと課題」又は工場見学 

７月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「工程品質の考え方」と手法演習等 

□Ｂコース 参加企業の工場見学による共通課題の掘り下げ 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１８社	 参加人数	２９名	

基本方針	

手法活用等による工程内不具合の原因究明方法及び顧客クレームの対応の研究	

不具合を出さない設計段階での品質評価方法及び品質の作りこみの研究	

製品設計段階での品質観点からの効果的なレビュー方法と不具合の効果的な再発の分析手法と活用方法の研究	

活動内容	

	

	

	

	

	

（前期）	

	

	

	

	

	

Ａコース	

【講義】	

「設計品質の考え方」「ＴＱＭ」「ＤＲ」「工程設計の考え方（６σ）」	

「新旧ＱＣ７つ道具」「問題探索と優先順位」「工程内不具合の考え方」	

「ＴＯＣ」「５Ｓ」「ＩＳＯ９００１」「リーン生産」「ＦＭＥＡ」	

【演習】	

「現状問題構造ツリー」「ＱＦＤ」「特性要因図と連関図」	

「６σ」「ＦＭＥＡ」	

	

Ｂコース	

「各自の課題解決」をテーマに、参加企業にて相互訪問を行った。	

【訪問先】	オムロンソーシアルソリューションズ㈱	「人的ミス・ポカミス」	

	 京都機械工具㈱	 	 「不具合対応(客先不具合・社内不具合)」	

	 ㈱島津製作所	 	 「社内不適合削除、顧客クレーム対応」	

（後期）	

分科会活動	

Ａコース、Ｂコースが合流し、編成した分科会毎に、それぞれの視点で、 
工場見学を行い、訪問先における品質管理の取組み・仕掛けを研究した。 
【訪問先】 
月桂冠㈱、㈱村田製作所	野洲事業所	

【分科会討議】	

「設計品質」「工程品質」等、参加者の課題に応じた分科会討議を実施。	

	

活動のまとめ	

分科会毎にアドバイザーの講義、演習や事例研究から得たこと、効果的に	

活用したこと等をまとめた。	

アドバイザー	 ㈱島津製作所	 分析計測事業部	 品質保証部副参事	 髙山直彦氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○過去の品質に関わる事故や事例紹介、会社見学が具体的な参考になり、かつ分かりやすかった。	

○品質改善 Handbook は、今後も参考になるツールとして財産になった。	

○工場見学で各社の品質取組みについて大変参考になった。	



≪生産管理(ＴＯＣ)研究会≫ 

～ＴＯＣ制約条件理論による生産管理革新～ 

 

【目 的】 

生産管理（ＴＯＣ）研究会では、いわゆる制約条件理論(Theory of Constraints)に基づ

く全体最適を実現するため、生産管理を「マネジメント」として捉え、これまでのマネジ

メントを変革することにより企業利益の最大化に直結する考え方や方法論について普遍

的な観点から、自社のビジネスプロセスの変革ポイントを研究いたします。 

【参加対象】 

生産管理部門及び情報システム部門の実務担当者、管理者 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた業務改善能力の向上及び企業診断によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇生産管理の基礎研究（売り方／作り方／買い方）ともの作りにおける問題解決方法の研究 

 

◇販売形態に合わせたもの作りの研究 

 

◇生産管理システムとＩＴ活用事例（ＥＲＰ）の研究 

 

◇先進企業の訪問や事例紹介に学ぶ生産管理システムの研究 

 

◇参加企業における全体最適もの作りの研究（ＴＯＣ実践演習） 

【定例日】 

毎月 第２金曜日 

【アドバイザー】 

日新電機㈱情報システム部長 高橋浩史氏 

入社以来、業務改革活動による同社のグループ企業を含めたビジネスプロセスの構築及び基幹

システムの全面刷新を実現。現在は国内外関係会社に対する業務改革や財務／管理連結を推進

中。平成５年度 同研究会主査 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月１０日（金） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 アドバイザーの講義「利益に直結する仕組みと定石」と演習 

７月 アドバイザーの講義「生産管理と原価管理」と演習 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１６社	 参加人数	２８名	

基本方針	 生産管理の基礎研究ともの作りにおける問題解決方法の研究	

活動内容	

	

	

	

	

	

	

（前期）	

	

	

	

	

	

【講義】	

「生産管理の基本的な考え方」「問題構図ツリー」「中核問題とコンフリクト」

「生産管理と原価企画」「スループットの考え方と最大化の方程式」	

「在庫/仕掛りが隠すものづくりの問題点」「生産 L/T 短縮」	

「生産ラインの見直し（同期・生産クリティカルチェーン）」	

「工場分類と着眼ポイント」「ＴＯＣ改善事例紹介」	

【グループ演習】	

「現場の抱える問題点と現状問題構造ツリー」	

「中核問題と対立構造図」「アイデア発想と評価」	

「原価計算と利益」「購買マネージャーのジレンマ」	

【ＤＶＤ視聴】 
「ザ・ゴールMovie～つながりとバラツキ～」	

【ゲスト講演】	

大和ハウス工業㈱	 経営管理本部	 Ｊ-ＳＯＸ推進室	 室長	 松山竜蔵氏	

「ＣＣＰＭの理論と実践～大和ハウスにおけるＩＴプロジェクト管理について～」	

（後期）	

【実践研究】＜実施企業：㈱京都製作所＞	

前期で学んだＴＯＣの考え方を基に参加企業の「モノと情報の流れ」を見聞

し、下記手順に沿って活動を行った。	

〈企業診断〉→〈問題点の整理と中核問題の抽出〉→〈問題点構造ツリー〉	

	

〈対立解消アイデア発想〉→〈アイデア評価〉→〈対立解消図と仮説〉	

	

〈対立解消後のスキーム〉→〈具体的施策と実施手順〉	

【活動成果報告会】	

実践演習の成果をグループ毎に生産管理診断レポートとしてまとめ、最終例会

において、実習企業の方を迎えて発表した。	

アドバイザー	 日新電機㈱情報システム部長	 高橋浩史氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○実際に参加企業にて実践演習を行うことで、学んだ内容を考えることが出来て参考になった。	

○外部のＴＯＣ活用事例を聞けて、実際に活用している事例を聞くことが出来て良かった。	



≪購 買 調 達 革 新 研 究 会≫ 

～購買調達革新によるコスト競争力の強化～ 
 

【目 的】 

購買調達革新研究会では、グローバル経済における海外調達方法のあり方、サプライヤー

の評価、育成指導による調達品のＱＣＤ向上、環境対応及びＰＣＳやＶＲＰ等のコストダ

ウン手法を効果的に活用したコスト競争力の強化及びＳＣＭとリスク管理、また、購買業

務におけるＡＩ活用など、最適なコストを追求する手法を研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：購買、資材部門及び外注管理部門の実務担当者 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び購買資材担当マネージャー 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇パートナー企業の集約・評価、新規開拓及びその指導、育成方法（要求品質・Ｌ／Ｔ短縮、ＣＤ）の研究 

 

◇あるべきコスト（例:ＰＣＳ）の求め方と運用及びコスト体系の研究 

 

◇購買市場調査（環境対応素材、関連技術等）の計画立案と進め方の研究 

 

◇下請法に基づく集中購買、拠点購買、開発購買等、購買戦略の研究 

 

◇グローバル調達とＳＣＭを組み合わせた新しい調達方式（ＶＭＩ等）とリスク管理研究 

【定例日】 

毎月 第３火曜日 

【アドバイザー】 

北村繁一氏（元オムロンロジスティッククリエイツ㈱取締役） 

オムロン㈱において、集中購買、コストテーブル、拠点集約、生産部門のマネジメントを歴任

後、オムロンロジスティッククリエイツ㈱にてグループ全体のＳＣＭ構築等に活躍。現在は創

業支援等に活躍中。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月２１日（火） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「開発購買、購買情報収集」と演習 

□Ｂコース 討議「各社購買管理、調達方法の仕組みと課題」 

７月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「コスト工学」と演習 

□Ｂコース 参加メンバー会社訪問による共通課題の掘り下げ 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１４社	 参加人数	１９名	

基本方針	 パートナー企業の集約・評価、新規開拓およびその指導、育成方法（要求品質・Ｌ/Ｔ短縮、ＣＤの研究）	

活動内容	

	

	

	

	

	

	

（前期）	

	

	

	

	

	

	

	

Ａコース	

【講義】	

「開発購買(原価管理含む)」「生産購買」「戦略購買」「購買情報取集」	

「ＰＣＳの運用、管理」「コストダウンの進め方」「調達Ｌ／Ｔの短縮」	

「集中購買」「パートナー企業の評価、育成」「購買折衝、下請法」	

「ＳＣＭとＢＣＰ」	

【討議】	

「原価企画、開発購買、戦略購買」「ＰＣＳの運用」「集中購買」	

「コストダウンアプローチ」「グローバル調達」「購買情報収集」	

「サプライヤーの評価・育成」「サプライチェーンＢＣＰ(事業継続計画)」	

【分科会活動】 
「パートナー評価と育成」「調達Ｌ/Ｔ短縮」「購買コストダウン」に分科会
を編成した。 

Ｂコース 
「調達戦略」をテーマに㈱島津製作所、日新電機㈱を訪問し、外部事例研究を

行った。 

（後期）	

Ａコース	

【企業訪問】	

㈱SCREEN ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ	洛西事業所「コストテーブルの運用」	

三菱日立パワーシステムズ㈱「コンペＶＥや調達総括部の活動」	

【活動のまとめ】	

基礎分科会では、分科会毎に前期活動・工場見学で得たノウハウを各自の実

務に活かせるよう、あるべき姿を想定し、改善案をまとめ発表した。	

Ｂコース	

【企業訪問】	

前期に引き続き、「調達戦略」をテーマに京都電子工業㈱、テラメックス㈱

の訪問を行った。	

【活動のまとめ】	

応用分科会では、自社と各社との調達戦略について比較を行い、あるべき姿

を検討しまとめ、発表をした。	

アドバイザー	 元オムロンロジスティッククリエイツ㈱取締役	北村繁一氏	

＜昨年度参加者の声＞ 
○企業訪問にて各社の取組み（コストダウン、原価企画）を聞けて参考になった。 

○アドバイザーの先生には、講義外でも多くの質問に的確に答えていただき、参考になった。 



≪ＶＥ（開発・設計革新）研究会≫ 

～機能研究による付加価値の追求～ 
 

【目 的】 

ＶＥ（開発・設計革新）研究会では、製品や部材のコストダウンに最も有効な管理技術の

一つであるＶＥ（Value Engineering）について実践研究を行ないます。 

原価の 75～80％は開発・設計段階で決定されるとされており、この段階で顧客の求める

性能やデザイン等を効率的に達成する方法を検討して実現されるかが、極めて重要です。 

そこで、機能的にアプローチして大きな成果を狙うＶＥを開発・設計段階に適用する具体

的方法をケーススタディ等を通して実践し、参加各社の付加価値製品や高機能部品、部材

にＶＥを適用していただく方法を研究いたします。 

【参加対象】 

開発、設計部門の実務担当者及び開発設計マネージャー 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇簡易演習によるＶＥ活動の実施手順の研究（機能定義→機能評価→改善案作成） 

◇開発設計プロセス（構想設計―基本設計―詳細設計）におけるＶＥ活用の研究 

◇開発設計プロセスにおけるＱＦＤ（品質機能展開）、ＤＲ（設計審査）、テアダウンの研究 

◇参加メンバー企業の事例を用いた開発、設計段階のＶＥ実践研究（付加価値向上） 

◇先端事例（現地法人におけるＶＥ）に学ぶＶＥ実践＆ﾘｰﾀﾞｰ育成方法の研究（組織化・教育研修方法） 

【定例日】 

毎月 第２木曜日 

【アドバイザー】 

バリューアップ研究所 代表 谷 彰三氏（元 シャープ㈱参事） 

シャープ㈱資材本部にて取引先改善指導に従事後、経理本部にて全社ＶＥ活動実践指導、グロ

ーバルＶＥ活動統括、原価企画・原価統括業務に貢献。（公社）日本ＶＥ協会「普及功労賞」、

（公社）日本経営工学会「経営工学実践賞」を受賞。現在は、コンサルタントとして活躍中。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月９日（木） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 アドバイザーの講義「ＶＥ活動の進め方」と対象品による演習① 

７月 アドバイザーの講義「ＶＥ活動の進め方」と対象品による演習② 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１３社	 参加人数	２７名	

基本方針	

開発プロセスにおけるＶＥ活用の研究	

工数を含めた価値改善の手法を勉強し実務に役立てる	

基礎的な知識の習得	

活動内容	

	

	

（前期）	

	

	

【講義】	

「ＶＥ実施手順」「アイデア発想」「コスト評価」	

【演習】	

リムーバー（ホッチキスの芯抜き）を用いた演習により、ＶＥ実施手順及び

実施ポイントの理解を深めた。	

【工場見学】	

三菱電機㈱	三田製作所「原価企画・ＶＥ風土の改革に向けた取組み」	

（後期）	

【ＶＥ実践演習】＜提供企業：コフロック㈱、三菱ロジスネクスト㈱＞	

前期で演習したＶＥ実施手順による実践活動を展開し、新たにメンバー企業

からいただいた製品、部材にて、ＶＥ改善提案としてまとめた。	

	

ＶＥ京滋セミナーを聴講～様々な外部企業のＶＥ事例に学んだ～	

「可動式ホーム柵設備工事費の削減」	

西日本旅客鉄道㈱	 近畿統括本部	 施設課	 河合陽平氏	

「購買部門におけるＶＥ活動展開への取組み」	

三菱電機トレーディング㈱	 経営企画部	 主幹	 伊藤英也氏	

「ＷＡＶＥ法を活用した小集団活動の事例	

～確定申告の相談を受ける業務時間を３０％短縮する～」	

府中商工会議所	 企画支援チーム	 主任	 日山博美氏	

(独)中小企業基盤整備機構	 中国本部	 経営実務支援アドバイザー	 永久利夫氏	

「本社スタッフ部門の働き方改革への取組み」	

積水化学工業㈱	 経営戦略部	 環境経営グループ	 担当部長	 楠本幸治氏	

「革新的な変化を生み出す質問力」	

(有)しつもん経営研究所	 代表取締役	 河田真誠氏	

【活動成果報告】	

講義や演習を通し学んだＶＥの基本的な考え方や企業訪問による事例研究、

対象品を用いた実践研究及び外部セミナー聴講から得たＶＥの活用方法等

を報告書にまとめ、参加者の上司を招いて報告会を行った。	

アドバイザー	 バリューアップ研究所	 代表	 谷	 彰三氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○競争力のある商品開発を進めていくためには、企画/設計段階からのＶＥ活用は非常に有効な	

手段だと思った。	

○講義・演習、工場見学、セミナーの参加でＶＥの様々な適用を知れた。	



≪ＩＥ（産業工学）研究会≫ 

～ＩＥ手法による徹底したムダの排除～ 
 

【目 的】 

ＩＥ（産業工学）研究会では、代表的なＩＥ手法である工程分析、動作分析、ＤＴＳ（直

接時間研究法）を活用した工数低減や標準作業３点セット（工程能力表・標準作業票・標

準作業組み合わせ票）による作業改善、段取り改善など徹底した現場のムダ排除について、

現場改善実習を含めた実践研究を行ないます。 

【参加対象】 

Ａコース：生産部門及びＩＥ改善部門の実務担当者 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び生産革新推進者 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力の向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇３Ｓ、５Ｓの導入・定着と効果的な運用方法の事例研究 

◇ＩＥ手法(工程分析、動作分析、ＷＳ、ＤＴＳ)・通り診断法による効果的な現状分析の研究 

◇標準作業３点セット(工程別能力表・標準作業票・標準作業組合せ票)による改善方法(段取り替え、工程連結)の研究 

◇現場改善実習による作業改善方法（工数低減、段取り替え等）の実践研究 

◇外部企業訪問によるＩＥ活用事例（IoT 活用、段取り替え、セル生産）の研究 

【定例日】 

毎月 第１火曜日 

【アドバイザー】 

ＮＰＳソリューション 代表 吉植久正氏（元オムロン㈱主事） 

オムロン本社及び各事業部にて生産革新活動の推進として、オムロンの各工場に対し、改善活

動の支援を行う。定年後、独立、現在、コンサルタントして活躍中。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月１４日（火） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 

 

 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 

＜コース別活動＞ 

 □Ａコース アドバイザーの講義「工程分析、作業分析」と演習 

 □Ｂコース 討議「各社の生産性向上への課題」、実習企業の確定 

７月 

＜コース別活動＞ 

 □Ａコース アドバイザーの講義「標準作業の分析、５Ｓ」と演習 

 □Ｂコース 現場改善実習企業の訪問「通り診断による課題抽出」 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１９社	 参加人数	４０名	

基本方針	 ＩＥを基礎から学び、改善活動及び生産性向上の研究	

活動内容	

	

	

	

	

（前期）	

	

	

	

【講義】	

「ＩｏＴとＡＩ」「工程分析」「ワークサンプリング」「作業分析」	

「段取り改善」「３Ｓ活動」「動作分析」「標準作業３点セット」	

「ＬＣＡ」「通り診断法」「セル生産方式」「標準時間とレイティング」	

「コンセプト評価」	

	

【演習】～ＶＴＲ等を活用し、各種手法を演習～	

「ＰＱ分析」「標準作業３点セット（セル生産）」	

「作業改善」「５Ｓ」「工程分析」「作業分析」「動作分析」	

「レイティング」「工程別能力表」「標準作業組合せ票」	

（後期）	

【現場改善実習】＜会場：オムロン京都太陽㈱＞	

前期で学んだＩＥ手法の実践の場として、「作業改善」「標準作業」「５Ｓ」

のチーム毎に、各現場で時間分析等から現状の課題を把握し、改善案を作成、

最終例会である「第２１回	京都ＫＡＩＺＥＮ大会」にて年間活動報告とし

て発表した。	

	

第２１回	京都ＫＡＩＺＥＮ大会～公開事業	 参加者 70 名～	

【特別講演】	

「これからのものづくりに求められること	

～ＩｏＴを活用した明るく楽しい職場づくり～」	

エスペック㈱	 モノづくり改革部	 足立正和氏	

アドバイザー	 ＮＰＳソリューション	 代表	 吉植久正氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○他企業で現場改善実習を行うことは、良い刺激・経験となった。 

○基本的なＩＥの考え方を習得でき、自社に持ち帰り活用をしていきたい。 



≪ＶＳＭ（流れづくり）研究会≫ 

～モノと情報の流れづくりによる生産革新力の強化～ 
 

【目 的】 

ＶＳＭ（流れづくり）研究会では、トヨタ生産方式の理論や体系を理解いただくと共に、

先進企業の工場見学を通したモデル事例の研究やモノと情報の流れを理解し、組立型

（例：電子機器組立）や、加工型（例：機械加工）の現場等、生産形態・特徴に合った流

れづくりについて研究を行います。また、実践力を重視し、研究会参加企業での実践研究

による生産革新力の強化を図ります。 

【参加対象】 

生産部門のライン改善担当者及び生産革新推進者 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた現場改善能力の向上及び相互訪問による現場改善実習（流れづくり、ムダ取り等）  

【研究項目（案）】 

◇生産革新に求められる分析力、設計力、実践力の研究 

◇工場・ライン全体の流れ(つなぎ・連携の仕組み)づくりの研究 

◇研究会参加企業の業種に合わせた多部材組立型モデル生産システム構築の研究 

◇研究会参加企業の業種に合わせた多工程加工型モデル生産システム構築の研究 

◇研究会参加企業でのモノと情報の流れづくり（工程・作業の連携化、標準作業）の展開手順の演習と実践研究 

【定例日】 

毎月 第４木曜日 

【アドバイザー】 

香川改善オフィス 代表 香川博昭氏（元 関西日本電気㈱生産革新推進室長） 

関西日本電気㈱において、生産革新推進室長として、ＩＥ及びＴＰＳ（トヨタ生産方式）

やＴＰＭの導入・展開に多大な貢献をなす。現在、コンサルタントとして、国内外の様々

なモノづくり工場における生産革新（Ｑ：品質向上、Ｃ：コスト削減、Ｄ：デリバリー、

リードタイム改善）活動の指導、及び、各種改善研修の講師を担当。実践型指導者として

活躍中。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月２３日（木） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月日 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月２７日 

（木） 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース 講義「分析の進め方（ワークサンプリング分析、ビデオ分析）」と演習 

□Ｂコース 討議「各社のモノと情報の流れ、及び生産システム上の課題」 

７月２５日 

（木） 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース 講義「流れづくりとＶＳＭの作成」と演習 

□Ｂコース 研究会参加企業、及び、現場改善実習企業の訪問「モノと情報の流れ（目指す姿）の研究」 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	８社	 参加人数	１３名	

基本方針	
工場・ライン全体の流れ（つなぎ・連携の仕組み）づくりの研究	

参加企業・外部訪問での事例(標準作業を導入してよくなった事例、意識改善)の研究	

活動内容	

（前期）		

Ａチーム	

【講義・演習】	

「ＴＰＳの基本的な考え方」「流れづくり」「ムダ取り」「標準作業」	

「モノと情報の流れ図（ＶＳＭ：バリュー・ストリーム・マップ）の描き方」	

Ｂチーム	

【企業訪問】	

参加各社の課題解決を目指し、関西ガスメータ㈱、オムロン京都太陽㈱を訪

問し、それぞれから実践活動のノウハウを学んだ	

（後期）	

Ａ・Ｂチーム	

【工場見学】	

㈱長濱製作所「３Ｓ活動と着手日管理について」	

【実践演習】	

前期活動と改善実習をふまえて、各社の「ＶＳＭ（モノと情報の流れ図）」

及び改善事例を最終例会である「第２１回	京都ＫＡＩＺＥＮ大会」におい

て各社発表した。	

Ａチーム	

【現場改善実習】＜会場：島津プレシジョンテクノロジー㈱＞	

前期で学んだ手法の実践の場として、「全体の流れづくり（モノと情報の流

れ）」をテーマとして現状把握を行い、モノと情報の流れ図を展開、現状課

題を把握し、対策案の検討。最終例会である「第２１回	京都ＫＡＩＺＥＮ

大会」にて年間の活動成果を発表した。	

Ｂチーム	

【現場改善実習】＜会場：オムロン京都太陽㈱＞	

対象工程の課題に対し、標準作業を軸とした工程改善案をまとめ、「第２１

回	京都ＫＡＩＺＥＮ大会」にて年間の活動成果を発表した。	

第２１回	京都ＫＡＩＺＥＮ大会～公開事業	 参加者 70 名～	

【特別講演】	

「これからのものづくりに求められること	

～ＩｏＴを活用した明るく楽しい職場づくり～」	

エスペック㈱	 モノづくり改革部	 足立正和氏	

アドバイザー	 香川改善オフィス	 代表	 香川博昭氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○モノと情報の流れ図を作成するにあたって、工程をよく観察すると問題点がいくつも浮き上がっ

てくることが実感できた。	



≪生産保全（ＴＰＭ）研究会≫ 

～生産システムの効率を最大限に高める、自主保全・予知保全と品質保全体制づくり～ 
 

【目 的】 

生産保全（ＴＰＭ）研究会では、生産の平準化、自働化、標準作業等の生産体制（ＴＰＳ）

確立の基礎として設備管理の在り方に着目し、不良ゼロ、故障ゼロなどあらゆるロス、ム

ダを削減し、IoT 活用事例や先進事例を通し、生産システムを最大限に引き出すための設

備保全のあり方を工場見学や実践活動を通して研究します。 

【参加対象】 

生産技術部門及び設備保全部門の実務担当者及びマネージャー 

【ねらい】 

基本事項を踏まえた設備保全能力の向上及び事例研究による問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇生産システム効率化の個別改善の研究（プロジェクトチーム、小集団） 

◇オペレーターの自主保全体制づくりの研究（ステップ、診断、安全） 

◇保全部門の設計保全体制づくりの研究（改良保全・定期保全・予知保全） 

◇品質保全体制づくりの研究（不良の出ない条件設定、使いやすい設備＜ＬＣＡ＞） 

◇先進工場訪問によるＴＰＭ活動の推進事例の研究及び参加企業でのＴＰＭ実践研究 

【定例日】 

毎月 第４金曜日 

【アドバイザー】 

㈱高橋事務所 代表 高橋文彦氏（元京都機械工具㈱常務執行役員生産本部長） 

入社以来、取引先であるトヨタ自動車㈱との長年の交流からトヨタ生産方式に基づく生産管理

システムの構築や工程改善など各種改善活動の推進に多大な貢献をなす。退職後、コンサルタ

ントとして活躍中。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月３１日（金） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 □研究会参加企業やＯＢ企業見学によるＴＰＭ事例研究 

７月 □研究会参加企業やＯＢ企業見学によるＴＰＭ事例研究 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	６社	 参加人数	１０名	

基本方針	 ＴＰＭ活動の基礎知識の習得	

活動内容	

	

	

	

（前期）	

	

【講義】	

「ＴＰＭの考え方」「工場の見方」	

【工場見学】	

毎月、メンバー会社やＯＢ企業等を訪問。	

工場を見学後に講義を行い、三現主義で課題等を掘り下げて理解を深めた	

島津プレシジョンテクノロジー㈱「ＴＰＭ活動、エフ付けエフ取り活動等」	

㈱京製プレシジョン「機械外部清掃、内部清掃、点検部品の可視化等」	

京 都 機 械 工 具 ㈱「自主保全活動、３Ｓ活動、自主研活動等」	

（後期）	

【工場見学】	

前期でのＴＰＭ活動事例を基に各社のＴＰＭ活動事例より設備保全のあり方

を学んだ。	

㈱ＧＳユアサ「ＴＰＭ優秀賞カテゴリーＢ受賞の経緯」	

三菱ロジスネクスト㈱滋賀工場「ＴＰＭ活動と革新的な流れづくり」	

サントリービール㈱京都ビール工場「ＴＰＭ特別賞	受賞の経緯」	

㈱ナンゴ―「社内整理整頓プロジェクト(５Ｓ)活動」	
 
【活動のまとめ】 
年間を通して活動を行った工場見学より学んだＴＰＭ活動（初期清掃による不

具合発見、不具合発生箇所対策、自主保全基準、標準化、維持管理等）を基に

ＴＰＭ固有技術とこれからの社内推進役として討議を行いまとめた。	

アドバイザー	 ㈱高橋事務所	 代表	 高橋文彦氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○工場見学を通して、ＴＰＭ活動の本質を教えていただき、理解できた。	

○かんばん方式が全てではなく、ＴＰＭ、３Ｓが土台となってないと改善が出来ないということ、

どれだけ流れが良い現場でも設備が止まらない様にする大切さを学べた。	



≪生産現場リーダー力強化研究会≫	

～監督者哲学、リーダーシップ養成の場～ 
 

【目 的】 

生産現場リーダー力強化研究会では、監督者としての人間力、部下指導、育成方法や課題

達成に向けた上司・部下及び他部門との連携方法（ベクトル合わせ）、コミュニケーショ

ン方法（話し方、聴き方とコーチング能力）など、戦略的リーダーのあり方を、内外の実

務課題をテーマに徹底した討議形式で実践研究いたします。 

【参加対象】 

Ａコース：生産部門の職長、班長、係長 

Ｂコース：研究会ＯＢ及び生産部門幹部 

【ねらい】 

Ａコース→基本事項を踏まえた業務改善能力＆リーダーシップの向上 

Ｂコース→相互訪問、事例研究によるマネジメント＆問題解決能力の向上 

【研究項目（案）】 

◇監督者に求められる作業の標準化による品質の作りこみ（不良流出防止対策等）の研究 

◇監督者に求められる改善提案、５Ｓ、ＫＹ活動による強い現場作りの研究 

◇監督者に求められる製造コストダウン（設備、冶具、工程改善）の研究 

◇監督者に求められるリーダーシップ（部下指導・育成、監督者哲学）の研究 

◇参加企業及び外部企業訪問による現場管理・改善事例の研究 

【定例日】 

毎月 第３木曜日 

【アドバイザー】 

川崎和久氏（パナソニック㈱人材開発カンパニーものづくり研修センターＯＢ講師） 
1969 年、松下電器産業㈱(現･ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱)入社後、電化部門の技術・製造責任者などを経て、

2004 年、人材開発ｶﾝﾊﾟﾆｰものづくり研修センター講師に着任。2009 年 定年退職までの間、多

くの研修生を指導。2005･06 年度「経済産業省委託・産学連携製造中核人材育成事業」プログ

ラムマネージャー。現在、「“ものづくり改革プロ”育成コース」指導講師、審査委員を務める。 

【初回例会（５月例会）案内】 

と き ２０１９年５月１６日（木） １０：００～１８：００ 

と こ ろ 京都工業会・本会会議室 

内 容 □研究会活動の概要説明 

□相互自己紹介 

□年度方針の選定・確定 

□Ａ、Ｂコースの確定 

□アドバイザーによる基調講演 

□懇親交流会 



＜６月例会以降の方向性＞ 

開催月 テ ー マ 、 内 容 、 ゲ ス ト な ど 

６月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「リーダーに必要な資質」と演習 

□Ｂコース 討議「各社の現場活性化への課題」、訪問企業の確定 

７月 

＜コース別活動＞ 

□Ａコース アドバイザーの講義「人を育てる聴き方等」と演習 

□Ｂコース 参加企業の工場見学「現場活性化への課題」と討議 

【昨年度活動の概要】＜ご参考＞ 

構 成	 会社数	１８社	 参加人数	３５名	

基本方針	 リーダーシップ能力の理解と向上の為の研究	

活動内容	

	

	

	

	

	

	

	

（前期）	

	

	

	

	

	

	

Ａコース	

【講義】	

「現場管理の基本と第一線監督者の使命、役割」	

「人間力：リーダーの役割～ダメなリーダー、リーダーとして必要な資質～」	

「人間力：組織風土～人を育てる聴き方～」	

「人材育成について」「目で見る管理」「人生の振り返り」	

「コストダウンの進め方」「損益分岐点と改善目標の立て方」	

「工場マネジメント：PL（損益計算書）と CF（ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ）」	

【演習】	

「リーダーとしての自己チェック」「人の話の聞き方」 
「ＣＡＤＳ（Career Assessment and Development Sheets）による自己分析」 
「ＰＬ／ＣＦ」「損益分岐点」 

Ｂコース	

外部事例訪問として、亀岡電子㈱「現場主導の経営革新活動」、㈱最上イン

クス「技術革新によるコンビニ加工」を訪問し、それぞれからリーダーシッ

プを発揮した人材育成、改善活動等のノウハウを学んだ。	

（後期）	

【工場見学】＜基礎・応用分科会合同＞	

Ａコース、Ｂコースが合流し、工場見学を行い各社の事例を拝聴後に訪問先

のリーダーとグループ討議を行った	

㈱ＧＳユアサ「ＴＱＭ活動」	

日新電機㈱九条工場「自動化の取組み」	

三菱自動車工業㈱京都製作所「現場活動板取組み」	

富士ゼロックスマニュファクチュアリング㈱鈴鹿事業所「ＸＰＷ改善活動」	

【活動のまとめ】 
訪問先の監督者との討議から得たリーダーシップ発揮のノウハウや上司と

の改善ベクトルを如何に合わせていくか、部門間連携方法、既に実務に活か

した点などをまとめた。 
アドバイザー	 パナソニック㈱人材開発ｶﾝﾊﾟﾆｰものづくり研修センターＯＢ講師	 川﨑和久氏	

＜昨年度参加者の声＞ 

○今回、学んだ内容、工場見学にて見学させていただいた改善事例を参考にし、より良い工場の管

理と元気の良い職場になるように努めたい。	

○グループ討議にて各企業の生の声を聴け、困りごとや改善点など共有出来ることがあり良かった。	



＜２０１８年度 参加企業＞ 

No 会 社 名  No 会 社 名  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29
 

㈱ 暁 電 機 製 作 所  

㈱ イ シ ダ 

泉 電 熱 ㈱ 

㈱ Ｎ Ｈ Ｖ コ ー ポ レ ー シ ョ ン 

Ｎ Ｎ Ｉ ㈱ 

Ｎ Ｋ Ｅ ㈱ 

尾池アドバンストフィルム㈱ 

尾 池 工 業 ㈱ 

㈱ オ ー イ ー エ ム シ ス テ ム 

オムロンソーシアルソリューションズ㈱  

オ ム ロ ン ヘ ル ス ケ ア ㈱ 

関 西 ガ ス メ ー タ ㈱ 

共 進 電 機 ㈱ 

㈱ 京 都 科 学 

京 都 機 械 工 具 ㈱ 

㈱ 京 都 製 作 所 

旭 光 精 工 ㈱ 

Ｋ Ｎ 村 田 産 業 ㈱ 

㈱ 工 進  

互 応 化 学 工 業 ㈱ 

コ フ ロ ッ ク ㈱ 

三 幸 総 研 ㈱ 

三 和 化 工 ㈱ 

三 和 研 磨 工 業 ㈱ 

㈱ Ｇ Ｓ ユ ア サ 

島 津 エ イ テ ッ ク ㈱ 

㈱ 島 津 製 作 所 

島津プレシジョンテクノロジー㈱ 

㈱ＳＣＲＥＥＮ ＰＥ ソリューションズ 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

星 和 電 機 ㈱ 

双 和 電 機 ㈱ 

太 陽 精 工 ㈱ 

㈱ タ イ ヨ ー ア ク リ ス 

田 中 精 工 ㈱ 

Ｔ Ｏ Ｗ Ａ ㈱ 

ト タ ニ 技 研 工 業 ㈱ 

㈱ 富 永 製 作 所 

ナ ル ッ ク ス ㈱ 

ニ チ コ ン ㈱ 

ニ チ コ ン 亀 岡 ㈱ 

ニ チ コ ン 草 津 ㈱ 

㈱ ニ チ ダ イ 

㈱ 日 進 製 作 所 

日 新 電 機 ㈱ 

日 東 精 工 ㈱ 

日 東 薬 品 工 業 ㈱ 

日 本 ア イ ・ テ ィ ・ エ フ ㈱ 

ニ ン バ リ ㈱ 

㈱ 堀 場 エ ス テ ッ ク 

㈱ 堀 場 製 作 所 

三 菱 ロ ジ ス ネ ク ス ト ㈱ 

村 田 機 械 ㈱ 

㈱ 村 田 製 作 所 

ム ラ テ ッ ク 情 報 シ ス テ ム ㈱ 

明 光 精 器 ㈱ 

㈱ モ リ タ 製 作 所 

㈱ 山 岡 製 作 所 

 


